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川 田 貞治郎の 「教育的治療学」の体系と内容の変化

　　 一藤倉学園創設期か ら昭和戦中期を中心 と して
一

高野 　聡 子

　川 田貞治郎 （1879−1959）の 「教育的治療学」は 、 精神薄弱児施設、藤倉学園 （大

正 8 ［1919］年設立）にお い て考案 された教育 と保護の 理論 と方法で ある 。 本研究で

は 、 藤倉学園創設期と入所者数が 最もピー
クを迎えた昭和戦 中期 と に 時期を分け、教

育的治療学の 体系 と内容 の 変化 に つ い て 検討 した 。 そ の 結果、教育的治療学の 内容

は、藤倉学園の 入所者の 実態の 変化の 影響を受け、藤倉学 園創設期 と昭和戦中期で 変

化 し、教育的治療学の 対象で ある精神薄弱児 （者） の 区分 は、藤倉学園の 入 所者の 実

態の 変化 と、教育的治療学の 内容と方法の 増加 を受 けて 変化 して い る こ とが 明 らか に

なっ た 。 さらに川田の 教育的治療学は、藤倉学園に おける全て の処遇内容 を教育的治

療学 の 構成内容 としてお り、 日常生活の 訓練や 保護 が中心 とな る精神薄弱児の 処遇 に

つ い て も、 教育効果 を期待 し、教育的治療学の 構成 内容 と して 位置づ けて い た こ とも

明 らかに なっ た 。
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1．閊題 と目的

　 1 ．は じめ に

　大正 8　（1919）年 6 月 7 日、国内 4 番目の 精

神薄弱児入所施設 と して、東京府伊豆大島に藤

倉学園 （現 在の 大島藤倉学園）が設 立 された 。

初代 学 園長 な らび に 常 任 理 事 は 川 田 貞 治 郎

（1879−1959）が務め 、 彼 は施設運営 に従事する

と と もに、精神薄弱児 の 教育 と保護の 理 論な ら

び に 方法を 「教育的治療学」 と命名 し、形成 と

体系化に着手 して い っ た 。

　川田は教育的治療学の 形成 に際 して 、 藤倉学

園の 入所児 ・者を対象に実践 を重ねたた め、形

成 と体系化に は長時間を要 した 。 その た め教育

的治療学 は体系化の 途上 に あ り　（川 田 ［1958］

19；西谷 ［1986］97；清水 ［1978a］38ほ か
D
）、

目 白大学人 間学部子 ど も学 科

結局 の と こ ろ教 育的治療学 は 未完 の ま ま で あ

る 。 だが 、川 田 の 教育的治療学 は戦前の 精神薄

弱児入所施設で実践 され た教育 と保護の 理論 と

方法の
一

つ で あるが ゆ えに、精神薄弱児施設で

の 教育 と保護 の 方法を明 らか にする ため研究の

対象とされて きた 。

　教育的治療学の 形成と体系化へ の 着手は藤倉

学園設立後で あ るが、教育 的治療学 の 構想は、

すで に藤倉学 園設立以前か ら、 川田 自身に よ っ

て 教育的治療学の 身体的機 能訓練の
一

つ で ある

「心練」 の 考案を 中心 に な さ れ て い た 2｝。こ の

教育的治療学の 構想 時期 を対象 に した研究 に

は 、 小 田原家庭学園 （不良少年の ため の 保 護施

設）に お い て 、川 田が 不良少年や その 中の 低能

児を対象に心練 を実施 して い た こ とを明 らか に

した高野 （2006）、川田が設 立 した私立 日本心

育園 （低能児教育施設）で実施 した心練の 内容

と方法を分析 した津 曲 （1988） と高野 （2008）、
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川田が 滞米時代に教育的治療学を構想して い た

こ とを明 らか に した津曲 （1987）と高野 （2005）

が あ り、藤倉学園設立 以 前は教育的治療学 の構

想時期 に あ っ た と い える 。

　
一

方、 藤倉学園設立 後の 教育的治療学に関す

る研 究には 、西谷 （1986）と清水 （1976ほか の

の 藤倉学園 設立以 前も含め た通史的な教育的治

療学研 究が あるが 、 通 史的で あるため 、 藤倉学

園設立 後の 教育的治療学 に つ い て は
一
部分とな

っ て い る 。 また高野 ら （2004） は藤倉学園設立

以後 に研究対象時期を設定 し、藤倉学園で 実施

された教育的治療学の 対象、内容と方法 を実践

記録か ら分析 し、高野 （2009） は藤倉学園創設

期の 学園の 施設運営や処遇 の 実態か ら教育的治

療学の 内容や方法を明 らか に した が 、 い ずれ も

教育的治療学 の 全 体像 に つ い て は残 され た課題

にな っ て い る とい える。

　そ して、藤倉学園設立 以 後の 教育的治療学の

全体像を明 らか にする べ く教育的治療学の 体系

につ い て は 、 菊池 （1977） と西谷 （1981）が体

系を 図式化する 方法に よ っ て 究明 しよ うとした

程度とい える 。 菊池 （1977） と西谷 （1981）の

研究 で は 、史料収集の 制約か ら川 田の 後継者 ら

か らの 聞 き取 りに頼 らざる得な い 部分が あ り、

藤倉学園で実際に川 田 が どの よ うな精神薄弱児

を対象と して教育的治療学 を実施 し、 教育的治

療学の 体系が 藤倉学園の 処遇内容の 変化 ととも

に変化 した の か 、そ して それに は い か な る背景

が あ っ た の かに つ い て は、明 らか にな っ て い な

い と思わ れ る 。

　本研 究で は、川田が発表 した教育的治療学に

関す る論文、藤倉学園の 事業報告書、教育的治

療学 の 実践記録 （『心練ノ ー
ト』）を史料 として

用 い る こ とに よ っ て 、 教育的治療学の 体系 、内

容、 目的 、 対象 とそれ らの 変化 を明 らか にする

こ と とする 。

　川 田 の 発表論文は、藤倉学園で 実施 し検討 を

重ねた教育 的治療学 の 発表で あ り、未完部分が

ある教育的治療学 の なか で も完成 され た教育的

治療 学の 内容 と方法を示す史料で あ る 。 また 、

藤倉学園 の 事業報告書 は学園の 入所児 ・者の 年

齢、障害の 程度、学園で の 24時間の 教育と保護

の 処遇 内容 と方 法が 年度 ご と に 報 告 され て お

り、 藤倉学園の 実態 とともに教育的治療学の 内

容や 目的 、 対象が確認で きる史料で ある 。 実践

記録は、川田 の 発表論文 と比 べ れ ば 、 試行段階

にある教育的治療学 の 記録 で はあるが、発表論

文や事業報告書で は記述 されて い な い 教育的治

療学 の 内容 と方法が 明らか に な る 史料 と い え

る 。

　研究対象の 時期は 、 教育的治療学が藤倉学 園

設立 以 後に 形成 ・体系化 され て い た こ とか ら、

本研究で は藤倉学園以後 に設定 し、教育的治療

学の体系の 変化を明らか にする ため、次の 第二

期 に 時期 を分ける 。 まず、第
一期は 、藤倉学園

の 創設期で ある藤倉学園設立か ら大正 15（1926）

年 の藤倉学園の 新園舎の 設立 まで とす る 4〕
。 第

二 期は 、昭和13 （1938）年か ら昭和 19年 （1944）

年 8 月 15日に 山梨県北 巨摩郡清里村の 清泉寮
5｝

へ 疎開
G ）

する前まで の 昭和戦中期 に設定す る 。

　第二 期 に昭和戦中期を設定す る理由は、昭和

13 （1938）年に入所者数が 70名を超え 、 こ の 時

期 は そ れ まで に な い 入所者数の ピークをむかえ

る ため で ある。また こ の 時期は 、 戦中期で あ っ

たに もかか わ らず 「教育訓練」が 理想 的に実施

され 、農作物等の 生 産に よ っ て生活は 自給 自足

の 域 に達 し 、 戦争 も感 じぬ ほ ど生活は豊か で あ

っ た と戦後の 事業報告書で 報告 され て お り （藤

倉学園 昭 和弐拾参年度事業報告 ［1948］ 204）、

それ まで で 最 も盛ん に教育的治療学が 実施 され

た と考 えられるか らである 。

　 さらに本研究で は 、川 田 の 教育的治療学が 同

時代の 精神薄弱児施設の 教 育 と保護の 理論 と方

法 として、独 自性を有する の か 、 ある い は一般

的で あっ たの か に つ い て も分析する 、 分析 の 方

法 は他施設 と の 比較 を用 い るが 、比較対象施設

に は同時代に 藤倉学園 と同 じ く東京府下 に あ っ

た滝乃川学園 7 ’

（明治24 ［1981］年創設 、 明治

30 ［1897］年改称） を設定し、分析観点は教育

的治療学が精神薄弱児施設で の 教育と保護の 理

論 と方法で あ っ た こ とか ら、滝乃 川学 園で の 教

育 と保護の 内容や 方法 とする 。 滝乃川学園 を比
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較対象 とす る理 由は 、 滝乃川学園が藤倉学園 と

同 じく東京府下 にあ っ ただけで な く、国内最初

の 精神薄弱児施設 として 、施設長の 石 井亮一

（1867−1937）を 中心 と し て 当時の 精神薄弱児施

設の 主導的な立場にあ っ たか らである 。

　 なお、本研究は歴史研究で あ り、本文中に は

精神薄弱、白痴、痴愚、軽愚な どを歴 史的用語

と して使用す る 。

　 2．教育的治療学の 体系の変化 と目的

　教育的治療学の構成内容は、藤倉学園創設期

に お い て は、  道徳訓練、  宗教的訓練 、   衛

生 、   治療教育 （学課お よび心練）、  遊戯、

  作業、  保護教育の 7 つ で あ っ たが （Fig，1）、

昭和戦中期に お い て は、  道徳訓練、  宗教的

訓練、  衛生、  治療教育 （教育的治療 と も言

わ れ、そ の 内容 は学課 、 力の 教 育 、 心練）、  

遊戯、  作業、  職業、  保護教育の 8 つ に な

る （Fig，2）。 これ ら創設期と昭和戦中期の 教育

的治療学 を比 べ れば、昭和戦 中期 に は次の 2 点

の 変化が見 られ る 。 まず 、 治療教育の 内容が変

化して お り、 もう
一つ に は職業 が構成内容 とし

て新 た に加 わ っ て い る の で ある。 それ で は こ の

よ うな変化の 理由は ど こ に ある の で あろ うか 。

　最初 に、治療教 育の 内容の 変化 につ い て み て

み よ う。 治療教育の 内容は 、 創設期 には大 き く

分けて 学課お よび心 練の 2 つ で あ っ たが、昭和

戦中期 になる と学課、力の 教育、心練 の 3 つ に

なる （治療教育の 内容は 4．（3）で 後述）。昭和

戦中期 にお い て は 、物 を運ぶ 訓練に よ っ て身体

的機能を高め る力の教育が治療教育の 内容 に加

わ っ た の で あるが 、 これ は川 田が教育的治療学

の対象設定を変化させたか らで ある 。 と い うの

は、彼は昭和戦中期 になる と、 教育的治療学 を

実施す るた め にそ れ ま で 3 つ に集団を編成 して

道徳訓 ｛　 罰の 紙

宗 　 ・訓　 朝 の 礼 拝

衛 生 　 　入浴、規律 立 っ た 生 活 ．

教
育

的
治

療

単

仏

療 学課

心 練

農 業

裁 縫

游 　
’

イ

　 　 　 注意

　 　 　 筒、

牧牛、養鶏、

草 履 作 り

庭 造 り

保
・
　　 排泄 訓練、日常 生活 訓練

読方 （文 字型、発 音型、作字型）

算術 （視 覚型、聴 覚型、計数 器 ）

図 画

手工

唱歌

遊戯

注意 心 練、動 作心 練、筋 肉延 長 練 習、円

筒、整 理 練 習

Fig．1　教育的治療学体系 （藤倉学園創設期）
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教

育
的

治

療
愚

道 心訓 　 　 罰 の 紙

宗 的 訓 　 朝 の 礼 拝

性 　　　入浴、規律立 っ た生 活、掃除

育
療

教
治

療

的

台

育

〜

教

学 課 読 方

数方

図画

手 工

唱歌

賛美歌

カ の 教育 直観訓練、豆袋

心 練　　 山箱 （第 三 立 体 ）、発 音、円 筒、
　 　 　 　立 体斜線、整 理 心 練

農業

牧牛、養鶏、養兎、養豚

裁 縫

刺 繍

保 言 排 泄 訓 練、日常生 活 訓練

Fig．2　教育的治療学体系 （昭和戦中期）

い た藤倉学園の 入所者 を、さらに分化 し 4 〜 5

の 集 団に編成 し直 す （集 団編 成 に つ い て は 3 ．

で 後述）。

　と くに集団編成 の 変化 は 白痴 に見 られ た 。 創

設期 にお い て 川 田 は、白痴 を 「治療教育 の 出来

ぬ 者」 とし、彼 らには教育的治療学の 中で も単

に排泄訓練 な ど の 日常生活訓練 を中心 とした保

護教育を実施して い た 。 だが 、 川 田は昭和戦中

期に なる と 、 治療教育の 内容に力の 教育を加え、

そ れ を 「絶対的な保護 を必要 とす る」者 を除 い

た白痴 に対 して も実施する よ うに なる 。 すなわ

ち治療教育の効果が 、部分的な例外 は あ っ た も

の の 白痴に対 して も予測で きる と考える よ うに

な っ た の で ある 。

　こ の よ うにそ れ まで 日常生 活訓練の み を白痴

に対 して 実施 して い たに もか か わ らず、治療教

育の 効果 を彼 らに対 して も予測 した 背景には、

川田 の 精神薄弱児 （者）に対する彼の 理念があ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お と った

っ た と考え られ る 。 彼 は 、 「劣 能た 人」 と 「普

通の 人」 と の 区別は、単 に 「ただ人」が 引 い た

線 引 きに よっ て 語 られ 、その 線引 きに よっ て

「劣能た 人」 に教 育 を提供 しなけれ ば、彼 らは

退歩して い くだ けで あるとし、 こ れは結婚の 日

（大正 3 ［1914］年 12月23日）の 『め あて 』 （大

正十年度年報第二 巻，p．序
s ） で 誓約され た よ う

に、彼の 最 も根本的な理念に属 して い た 。 彼 は

精神薄弱児 （者）の 人間 として の 尊重 を、彼ら

に対す る教育 の 必要性に求めた の で あ る 。 その

た め 彼 は 、 精神薄弱児教育に お い て 「教育不能」

とい う言葉を 「抹殺 した い 」と激 しい 言葉で 述

べ る ほ ど （藤倉学 園昭和 十 四 年 度事 業報 告
，

p．116）、全 て の 精神薄弱児 に教育効果が期待 で

きる教 育内容 と方法 を探 求 して きた の で あ っ

た Q

　川田が尊重 した人 間 と して の 精神薄弱児 （者）

は 、 滝乃 川学 園 の 石 井 に も見 られ た 。 彼 は 、

「色 々 な訳」か ら 「白痴教育」の 必 要性 を述 べ

れ ば限 りが な い と指摘 する もの の 、 彼 が白痴教
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育 に 従事す る理 由 を、「国家」 にお ける 白痴教

育の 利益の 有無 、 な らびに 「教育の 結果」 とは

別 に、「親が 子 を愛 し、子が 親を慕う」よ うな

「情 の 上」か らで ある と説明 した の で あ る （石

井　［1909］　569−570）o

　だが 、石 井は教育効果 の 予 測に対 して は よ り

現実的で あ っ た 。 なぜな ら彼は、精神薄弱児教

育 は 「全 く無効」で は な く、必 ずある程度の 発

達 は期待で きる とする もの の 、 彼の 精神薄弱児

教育の 効果の 予測か ら 「極め て 小数なる 極度の

白痴」を除い て い た の で ある （石 井 ら ［1910−

1925］ 178）。 すなわち石井 は 、 川 田の ように全

ての 精神薄弱児 に対 して、精神薄弱児教育の 教

育効果を期待 しなか っ たの で ある 。 とは言 うも

の の 既述の よ うに石井は精神薄弱児教育の 必要

性 につ い て は 川田と同 じ く否定 して い た わけで

はな く、両者の 教育効果の 予測にお ける違 い は 、

川田 の 彼 自身が考案 し、体系化 しつ つ あ っ た教

育的治療学 に対す る高い 自負が 理由の
一

つ にあ

っ た とい え よ う。

　川田 の 教育的治療学 に対す る高い 自負は、次

の よ うな事業報 告 の 記述 に 見ら れ る 。 彼 は 、

「どれ ほ ど 「智識」の 程 度が低 い 者で あ っ て も、

教育方法に よっ ては教育が不可能で ある こ とは

な く」、 その た め 「教育不 能者 として きた従来

の 低能児教育 は実 に頼 りない 」 と述 べ て お り

（藤倉学園昭和十四 年度事業報告 ， p．116）、さ ら

に 藤倉学園に お い て 精神薄弱児教育を20年あま

り実施 して きたこ とに つ い て 、 「精神薄弱児の

教育が教育学の 基本研究 と して どれ だけ重大性

を持っ て い る か、また い か に必要で あるか を明

白に語 り、 社会 にお い て い か に有意義な存在で

ある かを認識 させ るに至 っ た」 とも述 べ て い る

（藤倉学園昭和十四年度事業報告 ，p．114）。

　第二 の 教 育的治療学 の 体系の 変化 は、昭和戦

中期に な る と新 たに職業が構成内容 に加 え られ

た こ とである 。 職業は 、 年長者 を対象 とした施

設内の 仕事で あ っ たため 、 身体的訓練を主た る

目的 と した作業とは区別 された 。

　職業が昭和戦 中期に な っ て設け られた理由に

は、藤倉学園の 施設運営方針の 変化が あげ られ

る 。 昭和戦 中期に なる と 、 創設期 に は家族等の

保護環境下で の 生活で あ っ た退所条件 が 、 昭和

戦 中期 になる と農業 に従事で き、なお か つ 家族

等の 財 産に よっ て将来 の 生活が保障で きる 者 、

と い う条件に 限定され る よ うにな る 。

　 創設期 の 藤倉学 園で は、精神薄弱者 を 「生ま

れ ざる様」な 「予 防策」 として、彼 らの 結婚禁

止 と、施設内で の 「永久的」な保護の 必要性が

指摘 され て い たが （藤倉学園大正九年度年報第

一巻，p．10）、 川 田は家族等の 保護環境下 で の 生

活 を前提 と した教育 と保護を実施し退所を実現

しよ うとして い た 。 また、その 一方で 、創設期

に は 、 精神薄弱者の 終生保護を実現す る ため 、

大島藤倉学園を施設 内で就労 させ る施設内保護

に特化 した施設 と し、 他 の 敷地 に年少者の た め

の 施設創設を構想し て い た （藤倉学園大正十一

！十二 年度年報
， p．208）。 だが、年 長者 の た め の

施設は、昭和戦中期 に な っ て も創設 されなか っ

たか ら、 施設機能 を変更せ ずには い られず 、 川

田 の教育的治療 学の 体系 にお い て もそ れ へ の 対

処 と して 職業が 追加され る こ とに な っ たの であ

る 。

　終生保護機能の 構想 は、大正期の 滝乃川学園

にお い て も見 られた 。 こ の 頃の 石井は 、 海外に

お ける精神薄弱児施設の 社会的意義が 、 教育の

失敗を理由に終生保護機能へ と転換 して い る こ

とに着 目し （石井 ［1940］286−287）、 ニ ュ
ージ

ャ
ージ ー州 （施設名は明記せ ず）の コ ロ ニ ーの

例 をあげ 、 精神薄弱者の 増加 を防 ぐため滝乃 川

学園における 「コ ロ ニ ー」構想に つ い て 触れ る

よ うに なる （石井 ［1923］297−298）。

　そ もそも滝乃川学園で は 、 明治39 （1go6）年

か ら 「懇切な る保護者」 の 下で 「独立 自営」を

目指す ため実業部 を設けて い た こ とか ら （滝乃

川学園 ［1910］ 148；津曲 ら ［1974］34）、明治

末期 か ら滝乃川学園に お い て も保護環境下 の 整

備 を前提 と した 退所は想定 され て い た と い えよ

う 。 だが、石井は軽度の 精神薄弱者に対 して の

み 「独立 自営」を認め て い たため （石井ら ［1910−

1925］ 178）、 軽度以 外の 精神薄弱児 （者） は施

設内保護の 対象 となっ て い た と考え られ る 。
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　以上の よ うに昭和戦中期 に なる と教育的治療

学の 体系は、白痴に対する治療教育の 成果が 予

測可 能に な っ た ため、治療教育の 内容 に 白痴 を

対象に含めた力の 教育が 加えられ 、施設内保護

機能へ の 転換に よ っ て 施設内で の 職業的 自立 を

目指 した職業が新た な構成内容 と して 加 え られ

たの で ある 。 しか しなが ら教 育的治療学の体系

が、教育効果 の 予 測変化な らび に施設機能論の

転換に よ っ て 変化 しよ うとも 、 川 田の 精神薄弱

児 （者）の 人間 と し て の 尊重 に 基 づ い た精神 薄

弱児教育の 必要性は変わ らなか っ たた め、全て

の 精神薄弱児 （者） の 変化 と改善 こ そが教育的

治療学の 目的で あ っ た と考え られ る 。

　 3．教育的治療学の対象設定 と集団編成の変

　　化

　川田 は、教育的治療学の 対象をどの よ うな精

神薄弱児 ・者 に設定 して い た の で あろ うか 。 彼

は、創設期か ら精神 薄弱児 ・者 を教育的治療学

の 対象 と して い た の で あ り、 表向 きの 精神薄弱

児 ・者は、教育対象か ら除外 し よ うと して い た 。

例 えば、藤倉学園で は教育的治療学の 対象 と し

て の 適格性を判断する ため、入所者には入所後

6箇月の 仮入所期間を設け 、 こ の 仮入所期 間に

お い て感化院や 精神病院等 へ の 入所が 適切 と判

断 されれ ば、入 所者 は藤倉学園か ら他機関に移

され て い た （藤倉学園大 正 十
一1十二 年度年報 ，

p．185：藤倉学園大正 十五 年
一

月編，pp．29−30）。

だが 、 学園の 対象 として の適格性 を有 した精神

薄弱児 ・者で はあ っ て も、そ の 範囲は広か っ た 。

とりわ け川田が 対象 と した精神薄弱児 には、精

神薄弱 を合わ せ 持 つ 不良少年 も含 まれ て お り、

事実、藤倉学園 は創設期か ら少年法 の 保護団体

（少年法第 4 条 第 1 項 第 5号保護団体）とな り9 ］

（財団法 人 日本少年保護協会東京支部，p．184）、

不良少年で あ っ て も精神薄弱を合 わせ 持っ て い

る と川田 に よ っ て判断され れ ば 、 藤倉学 園へ の

入所は もちろ ん の こ と教育的治療学の 対象 とさ

れ た の で あ っ た 。

　そ の ような精神薄弱を合わせ持 つ 不良少年 を

川 田 は 、「危険性精神 薄弱児」 と呼 び、彼 らの

特性 は 「モ ロ ン 」（軽愚）程 度の 精神薄弱に加

え 「感情性 の 異常」 を有 し、犯罪を起 こす こ と

と説明 し た （藤倉学園大 正十三 年度年報第五

巻，p8 ）。 川 田 は、彼 らは罪 を犯 すが ゆ え に社

会の 害悪 に なる と い う認識は もちろ ん の こ と、

彼 ら に 対す る 「治療教育」の 内容 と方法が探究

されて い ない 現状か ら、彼 らを藤倉学 園に収容

し、彼 らの ための 「治療教育」を考案しよ うと

した の で あ っ た 。

　石井の 教育対象 もまた 、 滝乃川学園の 入所対

象者が精神薄弱児 に想定 され て い た が （東京府

社会事業会 ［1923］312）、精神 薄弱 を合わせ持

つ 不良少年に対す る認識 も見 られた 。石井の 場

合、精神薄弱 を合 わせ持 つ 不良少年 を 「道徳的

痴 愚 （生来性常住 的不良児）」 と呼称 し、彼 ら

は比較的 「智能」が 高い 精神薄弱児で 、 「懲罰」

を与 え て も矯正 の 効果が 見 らな い と説明 した

（石井 ら ［1910−1925］ 160−162）。

　さ らに石井は道徳的痴愚 に対 し て は 、 精神薄

弱児施設で の 対応 と い うよ りも、 普通学校で の

早期発見 とその 後 の 対応の 必要性 を考える 。 彼

の 不 良少 年の 原因論は環境 に あ っ た か ら 、 彼

は、道徳的痴愚は幼少期の 普通学校で の 知能検

査の 実施に よ っ て 発 見される とと もに、彼 らを

取 り巻 く環境 へ の 注意 を指摘 した （石 井 ［1933］

452−453）o

　 した が っ て 精神 薄弱 を合わせ 持 つ 不良少年に

対する立場 は 、 川 田 は彼 らを教育対象に含め た

もの の 、石井 にお い て は彼 らの 早期発見 と対応

に重点 を置 くと指摘する程度で あ っ た 。 ただ し

川 田 は、不良少年の 中で 98％が危険性精神薄弱

児 （2 ％は 「普 通児」）で あ る とい う高い 出現

率を指摘 しなが らも、実際の と こ ろ 彼らの 藤倉

学園 へ の 入所数 は少 な く （財 団法 人藤倉学 園
，

p．146）、彼 らに対す る教育 は着手 されたばか り

で あ っ た と い える 。

　以上 の よ うに対象 と して の 精神薄弱児 に は 、

危険性精 神薄弱児 が含 まれ るな ど、精神薄弱

児 ・者 の 精神 薄弱 の 状態 と程度 は幅広か っ た 。

そ の た め教育的治療学 を実施する に際 して は 3
〜 4 の 集団編成 を 形成す る こ と に な る と とも

に、そ の 集 団編成 の 集団数 と編成基準は、創設
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期 と昭和戦中期に お い て変更 され る 。 そこで 次

に創設期 の 集団編成か ら検討 して い きたい 。

　創設期 の 集団編成 は 、 次の よ うな 3 つ の 集団

に 編成 され て い た 。 そ れ は Table　lの よ うに 、

  「治療教育 を され し者」、  「治療教育 の 出

来ぬ 者」、  「年齢 を超 過 した る者」で あ っ た

（藤倉学園大正 十年度年報 第二 巻，p，8；清水

［1978a］　37）。

　第
一

の 集団で ある 厂治療教育をされ し者」は 、

年少の 痴愚 ・軽愚児で あ っ た 。 川田は、治療教

育の 主 た る対象を痴愚 ・軽 愚 と し （藤倉学園大

正九年度年報第一巻，pp．8−9）、 6〜12歳 の 年少

を治療教育の 効果が期待で きる理想的 な年齢 と

し て い た （藤倉学園大正 十 一1十 二 年度年報，

pp．187−188）。 こ の 精神薄弱 の 程度 と年齢の 設

定は、川 田 の 精神薄弱児に対する 治療教 育の 効

果の 予測が根拠 と され 、 彼 らには 主と して治療

教育 （学課お よ び 心練）と作業が実施 され て い

た。

　第二 の 「治療教育の 出来ぬ 者」 は白痴 に設定

され て い た 。 とい うの は 、 川田 は白痴 に対 して

は 、 治療教育で はな く排泄訓練等に よ る 日常生

活訓練 を中心 とした保護教育の 対象と して い た

か らである （川 田 ［1926］60−61）。 だが 、 創設

期 よ り白痴の 一部 に対 して 「治療教育 をされ し

者」 に実施 して い た心練 を実施 して お り、 こ の

こ とは昭和戦 中期の 集団編成 の 変更に影響 を与

える こ と にな る 。

　第三 の 「年齢 を超過 したる者」 は、満 18歳以

上の精神薄弱者で あ っ た 。 こ の年齢基準 は川田

の 治療教育の 実践経験 を根拠 としてお り、彼は

治療教育の 効果 と可能性 は満 18歳を超 える と減

少する と考えたの で ある （藤倉 学 園大正十一f

十 二 年度年報 ， pp、188−189）。満18歳以 降の 精神

薄弱者 に対 して は 、治療教育で は な く作業が 主

として 実施 された 。

　 こ の よ うに創設期の 教 育的治療学で は、  年

長者は作業の 主たる対象として 、   年少痴愚 ・

軽愚 は治療教育の 主 た る対象と して 、  白痴は

保護教育の 主 た る 対象と して 設定され て い たの

で ある 。

　 しか し昭和10 （1935）年 に なる と 、 川 田は彼

の 「臨床的経験」を根拠に 「精神薄弱の新分類」

を発表す る 。 そ の 新分 類 は Table 　2 の よ うに 、

  「絶対的保護」を要す る 「第
一

類型」、   教

室 で の 教育 が試行され る 「第二 類型」、  文字

Table　1　教育的治療学 の 構成要素とそ の対象 （藤倉学園創設期）

教 育 的 治 療 学 の 構 成 要 素／

対 象者 （精 神 薄 弱 の 程 度 ）

治療教育を され し者

（年 少 痴 愚 ・軽愚 ）

治療 教育 の 出 来 ぬ 者

　 　 　（白痴 ）

年 齢 を 超 過 し た る 者

（年 長 精 神 薄 弱者 ）

掃 除

道 徳 訓練

全 て の 精 神 薄 弱 者 が 実 施

宗 教 的 訓 練

衛 生

学 課 ○

治療 教育

心 練 O △ （実 施 す る者 もい た ）

遊 戯 o △ 〔就 寝 前 ） △ （就 寝 前 ）

作 業 △ （午 後 の み ） o

保 護 教 育 Q
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Table 　2　教育的治療学に お け る 精神薄弱 の 新分類

類 型 状 態

「絶 対 的保 護 亅 を要 す る者。保 母 が
一

寸 も 目を 離 さず付 き添 うこ とが 必 要 で あ る。

a 自己 愛 の 発 達 時期
第一

類 型
b 対 象 発 見 期

c 現 象 に 順 応 す る 時期

第二 類 型 教 室 に い ら れ る が、外 界 に 対す る 対 象 的 観 念 に 欠け る。

第三 類 型 教 育 的 可 能 性 が大 部 進 み 、文 宇 教 育 の 段 階に あ る。

第 四 類 型 職 業 教 育 の 者 （教 室 に い な く て も正 道 に 進 む こ と が 出 来 る ）。

第五 類 型 年 長 で 、　 「性 格 的 欠 陥者 」 で あ る が 常 識 的 知 識 を有 す る者。

出 典 ； 川 田 （1933b ） 23−251 （19350）15．

Table　3　教育的治療学の 構成内容 とそ の 対象 （昭和戦 中期）

昭 和 12 年 教室出席 春 保護を加ふ る 者 実課の みの 者 家事手伝い

昭 手団 3年 救室の 時機に ある者 保護教養さる 可 ぎ者 既に 教室の 必要な ざ者

昭 釉 4年 教室 の 時 期に ある者 保 護 教 養さる 可 き者 職業的教 育期に ある 者 教室の 必要の なき者

対 象 者 （精 神 薄弱 の 程度） 軽愚
・
痴愚〔中度

・
軽度） 痴愚 〔重度）

・
白痴（中度・軽度） 重度の 白痴 年 長 臼痴 〔中度 ・軽 度）、痴 愚 軽 愚

掃 除

道徳訓練

宗 鞍的 訓練

全 ての 精 神 薄弱 者

衛 生

遊戯 ○ ○ △ （就 寝 前） △ 〔就寝 前 ） △ （就寝前）

学課 ○

治療 教 育 力 の 数 育 ○

心練 o

保 護教育 ○

作 業 △ （午 後の み ） △ （午後のみ ）

職業 Q ○

出典 ： 藤倉学園昭 和十 二年 度 事 菜報 告、p．16 藤 倉 学 園昭 和 十 三年 度 事 業報 吉 、　p．71 藤 倉 学 園 昭和十 四 年度事業報告、財団法人藤倉学園（1941 ）．p．13Ep コ 15

教育 の 可能性 を想定 した 「第三類型」、  教育

内容 が職業教育の み とされ た 「第四類型 」、 

年長者の 「第五 類型」 であ っ た （川 田 ［1933b］

23−25； 同 ［1935c］15）。 こ の 新分類 を創 設期の

3 つ の 集団編成 と比べ れ ば、治療教育の 対象設

定が 第二 類型 と第三類型 に、年長者が第四類型

と第五類型 に細分化 され て い る 。

　治療教育の 対象者 と年長者を細分化 した集団

編成は 、 入所者数が増加 し始め る昭和 12 （1937）

年以 降の 昭和戦中期 に も見 られ 、 そ の 集団編成

は Table　3の よ うに昭和 12 （1937）年 を皮切 り

に 、昭和 13 （1938）年に 1 回 目 の 変更が、昭和

14 （1939）年 には 2 回 目の 変更がなされる。こ

の 昭和 14（1939）年の 集団編成 は、昭和16（1941）

一 38 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

川 田 貞治 郎 の 「教 育 的 治療 学 」 の 体 系 と内容 の 変 化

年の 疎開前まで 続 くため、昭和戦中期 の 最終 的

な集団編成 とい える 。

　昭和戦中期の 集団編成 を ま とめれ ば、  年少

白痴 （中度 ・軽度） ・痴愚 ・軽愚は 治療教育の

対象に 、  重 度の 白痴 は保護教育の 対象に、 

年長者は施設内就労の 対象に設定 された こ とに

なる 。 こ れ を創設期の集 団編成 と比べ れば 、 年

長者は
一

人 で 農業等に従事で きる者 （「職業的

教育期 に なる者」 と 、 付添が必要な者 「教室 の

必要ない 者」に分 けられ 、 治療教育の 対象者に、

年少白痴 （中度 ・軽 度）が含 まれ た こ とが わか

る 。

　この ような教育的治療学の集団編成の細分化

と変化 はい かな る理 由か ら生 じた の で あろ う

か 。 第
一

に、年長者が施設内の仕事 に従事す る

ように なるが 、
こ れ は教育的治療学体系の 変化

で 見た ように 、施設論の 変化 の 影響を受けた と

考 えられ る 。 なぜ な ら昭和戦中期に なる と、藤

倉学園の 入所者の 退所条件が限定され 、 施設 内

保護へ と施設論が変化す るか らである 。 すなわ

ち 、 川田個人が想定して い た対象論の 変化 の 影

響 を受けた の で は な く、藤倉学園に生 じた施設

論の 変化の 影響 を受けた の である 。

　第二 に治療 教育 の 対象 の 変化 が 起 きて い る

が 、こ れ は教育的治療学 の 方法 の 増加が 理 由 と

して考え られ る 。 藤倉学園内に は 「教育的治療

学研究室」が 設け られ、そこ で は川田 の 教育的

治療学を研究対象として 、精神薄弱児教育の 方

法 として の 探究が行わ れ る 。 さ らに、昭和戦 中

期 に は創設期 に比 べ 方法が格段 と増加 した こ と

が わか る 。 川 田 は昭和期 に なる と 「日本心 理学

学会大会」
’°）、「日本神経学会」11）等の 学会及び

『児童研究』12）、『教育心理研究』 13〕
、 『応用心理

研究』
’‘
’／
な ど心理学、児童学の 雑誌 で 教育的治

療学の 内容 と方法を発表して い る の で ある 。 し

た が っ て 、 川 田自身が 昭和戦中期 に なる と、 そ

れ まで 以上 に教育 的治療学の 方法を考案 し、実

践 を重ね た結果 、 治療教育の 内容の 増加 とい う

変化が起 きた の で あ る 。

　
一
方、滝乃 川学園にお い て も教育 に際 して は

集団が編成 され 、そ の集団編成に は明治末期 と

昭和期 とで 変化が見 られた 。 まず明治末期 （明

治43 ［1910］年頃）の 集団編成 は、  予備科

（幼稚園程度）、  小学部、  中学部、  実業部

（作業に従事する）の 4 つ で あ っ た （滝乃 川学

園 ［1910］145−148）。 こ れ は生活年齢を基準に

した 集団編成で 、 明治末期の 滝乃川学園の 集団

編成の主たる基準は生活年齢 にあ っ た 。

　だが、滝乃 川学園で は、精神年齢 を第一の 基

準 と し 、 それ に生活年齢が 近 い 者を集め た 6 つ

の 集団編成 を形成する ように な る （峰島 ［1979］

97−98）。 それ は昭和10 （1935）年頃に、  男子

部 1 組 （平均 MA 　9 歳）、   男子 部 2 組 （平均

MA 　8 歳）、   女子部 （平均 MA 　6 歳）、   幼稚

部 1 組 （平均MA 　7歳）、  2組 （平均 MA 　5歳）、

  その 他の 6 つ に形成されて い た （財団法人滝

乃 川学園 ［1935］ 369）。 した が っ て 、昭和期の

滝乃 川学園で は精神薄弱 の 程度 と生 活年齢 を基

準 と し、 藤倉学園で は川 田が 形成 した教育的治

療学の 内容 と方法を前提 とし、 入所者を分けて

い た の で あ り、川田が教育的治療学を中心 と し

て 入所者を処遇して い た こ とが 説明で きる 。

　 4 ．教育的治療学の構成内容 ・方法とその意

　　義

　本項で は 、 教育的治療学が具体的 に ど の よ う

な構成内容と方法で あ っ たの かに つ い て 検討 し

て い く。

　（1）全て の 精神薄弱児 ・者 を対象と した 「宗

教的訓練」 ・「衛生 （掃除）」
・「遊戯」

　藤倉学園の 入所者全員 を対象に して実施 され

た構成内容は 、 「宗教的訓練」、 「衛生 （掃除）」、

「遊戯」 の 3 つ で あ っ た 。 まず 「宗教的訓練 」

は、朝 の 礼拝を通 して 実施された 。 川田 は、宗

教は教育を受けるために不可欠な学 び で ある と

考え、入 所者の 品性 を陶冶す る こ とを 目的 と し

実 施 した （藤倉学園大 正十 一
！十二 年度 年報 ，

pp．195−196）o

　
一

方 、 滝乃川学園の 礼拝は、入所者の 随意で

はあ っ たが、毎朝夕実施 され 、 日曜 日には牧師

に よ る説 教 が行 わ れ た （滝乃 川学 園 ［1910 ］

134）。 滝乃川学園が こ の 礼拝 にお い て 目的に し

た こ とは、礼拝 を通 し て 「理 義」 を学ぶ こ とは
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難し くて も、入所者が静寂な場所に集 まる こ と

に よ っ て 「謹厳」 な態度を学習 する こ とで あ っ

た。 以上か ら藤倉学園な らびに滝乃 川学園 で は、

礼拝 を通 して品性や態度を養お うと して い た こ

とがわかる。

　次 に 「衛生」は、体を動か す習慣 と規律が 整

え られ た生 活の 中で 実施 され 、 入所時 よ りも良

い 健康状態の 形成 を目指 した （藤倉学園大正十

五年
一

月編 ， p．23，
　pp．34−35）。 と りわ け 、 清潔さ

か ら心地 よさを学ぶ ため、「実物教授」 とい う

観点が重視 され、入浴は週三 回実施され 、 職員

が よ く体を洗 っ て や り、清潔な肌着 を身に つ け

させ る よ うに した e また掃除は 、 入所者全員が

朝夕 2 回 、 部屋 の 拭 き掃除 、 庭掃除等な どを実

際に掃除をする こ と に よ っ て 学ん だ （藤倉学園

大正 十五年
一

月編
， p．23）。

　滝乃川学 園にお い て も入 浴は 、 藤倉学 園よ り

少な い もの の週 二 回あ り （藤倉学 園の 場合は地

下 水が 豊富で あ っ た）、 職員が入所 者 を入浴さ

せ て い た 。しか し掃除 に つ い て は入 所者に は難

しい 作業 と して 考え られ、滝乃川 学園 で は職員

が 実施 して い た （滝乃川学園 ［1910］ 132）。こ

の よ うな相違 は 、 川田が 、 藤倉学園が提供す る

日常生活の 全 て の 内容を教育的治療学の 内容 と

して 実施 しようと して い た こ とを表 して い る 。

　そ して 「遊戯」は、午前中の 学課の 時間と夕

食後の 自由時間にお い て 実施 された 。 午前中の

学課で実施 された遊戯の 対象 は 、 年少者であ っ

たが 、夕食後の 自由時 間の 遊戯は全 て の 入所者

が 対象 とされ 、 そ の 内容は 読書、五 目並 べ
、

ピ

ン ポ ン 、 トラ ン プ、散歩な どで楽 しさ を重視 し

て い た （財団法人藤倉学園 ［1941］141）。 と り

わ け川 田 は、「愉快で あ る と い う心 で 暮 らす」

こ とが精神薄弱児の 心 身に影響 を及ぼす と考え

てお り　（藤倉学 園大正十五 年一月編，p．35）、遊

戯に お い て は 楽 しさが 重視 され た と考え られ

る 。

　滝乃川学園に お い て も、遊 戯 は勝敗 を決め る

ような内容で は な く、心身の 啓発 を促す こ とを

目的 と して行わ れ 　（滝乃川学園 ［1910］ 144）、

藤倉学園 と滝乃 川 学園の い ずれ に お い て も遊戯

は、精神薄弱児 ・者の 発育 を促すために実施 さ

れた内容 であ っ たとえい る 。

　以 上 の ように全て の 精神薄弱児 ・者 に対 して

実施 され た 「宗教的訓練」、 「衛生」、 「遊戯」 は

藤倉学園だ けで な く滝乃川学園で も実施され て

い た 。 しか し、「衛生」 を学ぶ ため の 掃除 は、

滝乃川学園で は職員が 行 っ て い た ため 、川 田 の

教育的治療学では 、精神薄弱児施設で 営 まれ る

生活全 て を教 育内容 と して 捉 えて い た と い え

る。

　 （2）低能児 を対象 とした 「道徳訓練」

　道 徳訓練は 、主 た る 対象 を低 能児 に 想定 し

「罰の 紙1 と い う用紙 を用 い た方 法で 行 われ、

人 間と し て の 自己形成を 目的 として い た 。 なぜ

な ら川田は 、 低能児その もの は 「不良行為」を

す る よ うな素質を持 っ て は い な い もの の 、 「家

庭」、「環境」等の 影響に よ っ て 不良行為 をす る

と考えて い た か らで ある （藤倉 学園大正 十一f

十 二 度年報，　pp．189−199）。

　 「罰 の 紙」 に は、「には は き」、「ぞ うきん か

け」、 「み つ くみ」、「ご は ん」等 、 入所者が 1 日

に行 う行動内容が書か れ て い た。入所者 は 「罰

の 紙」 を携帯 し、紙に書かれ た 内容 に 「そ はぬ

こ と」 が あれ ば、「不成績」 と して 紙 に穴が あ

け られ （藤倉学園大正十一
！十二 度年報，pp．190−

200）、 その 穴 に よ っ て入所者が責任を感 じ 、 良

き品性を建設する こ とを意図 して い た （藤倉学

園大正 十
一

／十二 度年報
， p．200）。 こ の 方法 は 、

川 田が滞在 した ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設 で は
“
O ，

K ，Slips
”

と呼ば れ 、実 施 されて お り （John −

stone ［29h 　AR 　1917］29−30）、 川田は 「罰の 紙」

と呼称 し、藤倉学園の 道徳的訓練 と して導入 し

た の で あ っ た 。

　滝乃川学園で は、藤倉学園で実施された よ う

な具体的な道徳訓練 は見 られ な い もの の 、 石井

は 「人の 品性」は環境の 影響を受けるがゆ えに

環境整備 の 重 要性 を指摘 して い る （石 井 ［1926
〜1933］ 308−309）。 した が っ て 、 道徳 を学ぶ と

い う点 に つ い て は、川田 も石井 もそ の 重要性 を

認識 して い たが 、川 田の 場合は教育的治療学の

内容と して具体化 して い た 。
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　 （3）「治療教育」（教育的治療）の 内容 と方法

　　 1 ）「直観訓練」の 内容 と方法

　 「治療教 育」 は年少者 を対象 とし実施 され 、

川 田が 考案 した教育的治療学の 教具が 使用 さ

れ 、 昭和期 に なる と直感訓練 （第一教具）、 数

概念、第八 教具 （思 考 の 形成）、文字教育 （片

仮名）等が学会等で 発表され て い るが 、直観訓

練 の 教 具は 、 「第
一

教 具」 （川 田 匚1931a］426 ；

同 ［1931b］ 4 ）あ る い は 「直観教具」 と呼 ば

れ （川 田 ［1939a］ 198）、第一教 具の 材料 は木

片で 、 形 は長方形、数は 3 つ で あ っ た 。 大 きさ

は 昭和 6 （1931）年に 4 × 4x7 ．5cm で あっ た

が、昭和14 （1939）年 に 4 × 4 × 8cm となる 。

　川田 に よれ ば、こ の 第
一

教具は フ レ ーベ ル の

恩物 を参考 に した もの の 、 精神薄弱児が 「手指

運動」 の 発達が不十分で あるた め に 、 精神薄弱

児が握る こ とが で きる よ うな大 きさで 、 単純 な

形で ある こ と 、 また 適当な筋肉運動が で きる よ

うな質量 を配慮 し形成 され た （川 田 匚1939a］

198）。

　川田が参考に した フ レ
ー

ベ ル の 恩物 の 種類 は

明記 されて い ない が 、 教具 の 形 か ら 「第四 恩

物」L5｝ と考え られ る 。 ただ し第四恩物の 大 きさ

は 3xl ．5x6cm 、数 は 8個 で （玉 成高等保育

学校幼児保育研 究会 （編 ） ［1974］ 121）、 川 田

の 第
一

教具 は第四恩物よ り大 きく、数が少 な い 。

教具が 3 つ で ある理由は、 3 こ そが 2 の 次に多

数で あ り、そ れ は数概念の 出発点で ある と説明

され てお り （川田 ［1939a］198）、彼の 数概念

に関する理論が関係 して い る と い える 。

　直観訓練 の 目的は 、 精神薄弱児の 萎縮 し た精

神 を刺激 し、「自動性 」 を出す こ とに あ っ た

（川 田 匚1931b］4）。 そ の 方法は、  自由訓練、

  摸倣訓練、  創 造訓練 、  注意及 び記憶訓練

の 4 段階で 進め られ （Table　4）、 こ の 直観訓練

は教育的治療学にお け る教 育 の 出発点 とされ 、

と りわ け自由訓練は 、「精神発育の 最も低級な

段階 に止 ま っ て い る 所の 白痴」に 対 して 実施可

能で ある と考え られて い た （川田 ［1939a］198一

ユ99）。 その た め こ の 直観訓練は、教育的治療学

Table　4　直観訓練の 目的と方法

教育の 段階
・
名称 　　　　　　　　　　　　目的　　　　　　　　　　　　　　　　　 方 法　　　　　　　　　　　　　　　図

9

  　　　　　自由訓 練
教 具 とい う一定対象に 向 か っ て 意識活動

を纉制 させ る。
子 ど も を 「治療教室亅 に 入 れ．指示は 何 も与

えず第
一

教具を与 え る 。子 ども は 自由 に 第 一
教具 で 遊 ぶ ．

に 　　16　 c

囗加
　　　2

  　 　　　　摸 倣 訓 練

外部 か ら の 力 に 順応す る こ と慣 れ る 。学

習の 第
一歩 で あ る摸 倣 の 習 性 を 獲 得 す

る 。
教育 者が 第

一
教具 を 様 々 な形 に 置 き 、子 ど も

は そ れ を 摸倣す る 。 冨

  　 　 　　 　創 造 訓 練

子 どもは こ れ ま で 指 示 に よ って 動 い て い

たか 、初 め て 自己 活 動 に 入 り、致 具 に 対

し て 法則 ある　「能 動性 」　を詫 揮 させ る。
子 ど も に 第

一
教 具 を 与 え 、自由に させ る 。 猷 自自

　 　 　 1

  注 意．及び 記臆訓練

注意訓練
子 ど もに 第

一鞍 具 を 指 示 通 り置 か せ 、位

置に 対す る注 意力 を訓練 す る 。

子 ど も に 第
一

教具 を 指示通 りに 置か せ る ．課

題 は　「並 列 法 jl 右 図 ［）．　 「斜列法 」 〔右図
H ）、　 「山 型法」 〔右図 皿） の 3 つ 。な お こ

こ で 初 め て 机を 使用す る ，

　 　 5

　　 1α わ ‘

i目o囗

ノ 4

44

記 憶 訓 練 （記 述 な し）

子 ど も に 第
一

教具 2 個 を両手 に 持ち 、机 上 に

等 分 に並 べ 〔右図）、次に 床に 等 分 に 並 べ さ

せ る。

出典 ： 川田 〔1999a ），pp．20D−201．
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で は初歩的 な教育方法 とされ、対象に は白痴児

も含 まれて い た 。 その 他数概念、第八教具、文

字教育 （片仮名）の い ずれ もそ の 対象に 白痴児

を含んで お り、川 田が 白痴児に対す る教育内容

に つ い て 積 極 的に 取 り組 ん で い た こ とが わか

る。

　　 2 ）「力 の 教育」の 内容 と方法

　 「カの 教育」の 主た る対象は 、 白痴 （中度 ・

軽度） ・痴愚 （重度）で 、 内容 は 「直観訓練」、

「豆 袋」、 「担架」、 「背負 う」、 「持 つ 」、 「肩 にか

ける」、「提げる」等が あ っ た 。

　豆袋 の 材質は、木綿 または麻 の 生地で、大 き

さは21xl5cm 、重 さ150g 、赤、白 2 種類 あ り

各 6個 で 計12個で あ っ た （川 田 匚1929］ 12）。

豆 袋の 目的 は 、   「命令運動」 と  歩 き方の矯

正の ためで あ っ た 。 命令運動は、豆 袋を無言で

な げ、そ れ を子 ど もに 拾 わ せ る方法 で あ り、歩

き方の 矯正 で は、豆袋を子 どもに投 げ、音を立

て て 追 い か け る と い う方法で あ っ た （川 田

［1929］ 13−15）。 こ の 方法に よ っ て 白痴 と教師

と の 間に教授関係が 形成され た と考 え、 白痴教

育 の 出発点 とされ た （川田 ［1929］27−28）。

　豆袋を使用 した教育方法 は、石井 に も見 られ

た 。 と りわ け川 田 の 豆袋 と近 い 方法は、「遊 戯

競技」 と呼ばれ る方法 の
一

つ で 、そ れ は 「色鮮

や かな」 10個の 豆袋 を使用 し、精神薄弱児 に対

して 豆 袋 を投げ受 け取らせ 、そ れ に よ っ て 注意

力の 養成 と眼と手 との 練習 を 目的と した （石井

［1907頃］206−207）。

　　 3 ）心練

　心練の 目的は 、 精神発達お よび性格の 治療に

あ り、その 「根本的理念」は、自覚を引 き出 し 、

それ を 「延長」 させ る こ とに よ っ て 「自活動」

へ 発達させ 、思考な らびに推理 を可能に させ る

こ とで あ っ た （川田 ［1941］78）。 また、心練

は児童の 「外的」を作用 させ 、 それを 「精神 に

及ぼ 」し、 精神 と肉体 との 「相関関係的」に実

施す る と説明 され て お り （川 田 ［1941］78）、

肉体 と精神 と の 作用 に よ っ て 心 （内部） を矯正

する と され 、 川 田独 自の 方法の
一

つ で あっ た 。

　 こ の 川田 の 心練 は 、 藤倉学園設立 以前か ら考

案され て い た ことは先行研究にお い て 明らか に

されて い るが （高野 ［2006］：匚2008］ ほか 16））、

藤倉学園設立後の 心練は、設立以 前と比較する

と、目的その もの に変化 は なく治療教育の 対象

者全員 に実施 されて い た 1
％ さらに実施 されて

い た心練 の 項 目は 、「山箱 （第三 立体）、「発音」、

「円筒」、「立体斜線j （心練 ノ ー ト 1 〜 4 ）、「注

意心 練」、「動作心練」、「筋肉延長練習」、 「整理

練 習」で あ り　（藤倉学園大正十五年一月編，34−

35）、藤倉学園設立以 前に比 べ て 心練の 項 目は

増加 して い た 。

　 （4） 日常生活訓練 を中心 と した 「保護教育」

の 内容

　 「保護教育」の 対象は創 設期 には 白痴で あ っ

た が 、昭和戦 中期に は治療教育の 効果が 白痴 に

対 して も期待 出来 る ように な り、重度 の 白痴 に

なる 。 だが 、 保護教 育の 内容は創設期 と昭和戦

中期で 変 わ らず 、 日常生 活の 訓練が行わ れ た 。

と くに排泄訓練 は、藤倉学園の 事業報告で発表

され （藤倉学 園昭和十四年度事業報告 ， pp．120−

121）、白痴児の 多 くが抱 える 自力で の 排泄の 困

難 さが 、 保 母 らに よ る訓練 に よ っ て 改善 され

た 。

　 しか し白痴児を対象とし て い る以 上 、排泄等

の 日常生活訓練 の 効果や変化は 目 に 見 えて 得 ら

れるもの で はない 。 そ れ に も関わ らず、川 田は

白痴児 に対す る 日常生活訓 練を、保護で は なく

保護教育と呼称して 、保護教育は教育的性格を

持 っ た教 育的治療学の 教育内容 の
一

つ に 位置づ

け られ て い た と考えられ る 。

　 （5）作業 と職業の 内容

　 「作 業」 の 対象者 は 、 年少 の精神薄弱児で 、

行われた作業の 種類 は、創設期には農業、牧牛 、

養鶏 、 養兎、草履作 り、庭造 り、裁縫で あ っ た

が、昭和戦中期 になる とそ れ らに養豚、刺繍が

加わる 。

　
一

方の 「職業」は施設 内保護 の 具 体化 と と も

に 、 昭和戦中期 に設け られた構成 内容で ある 。

対象は年長者 で 、彼 ら は 、

一
人 で 農業に従事で

きない 「教室 の 必要 の ない 者」 と、一人で農業

に従事で きる 「職業教育の 時期 にある者」 とに
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分け られ た 。 前者の 「教室の 必要の ない 者」は 、

職員等が付 き添 い 施設内で の 作業や仕事 （洗濯

手伝 い など） に従事 した 。 後者の 「職業的教育

期 にあ る者」 は 、 農場 、 園芸 、 果樹園で の 農作

業 、 そ して 牧畜、 養鶏 、 養豚に従事 し 、 彼 らは

藤倉学 園の 重要 な労働者 で あ っ た 。 なぜ な ら、

農業等の生産量 に つ い て は 明 らかで はない が 、

藤倉学 園で は戦時下で あ っ た に もか か わ らず、

自給 自足が可能で あ っ たか らで ある 。

5 ．むすび

　本研究で は 、藤倉学園の 創設期か ら昭和戦 中

期 まで の 教育 的治療 学の 体系を明 らか にするた

め、創設期 と昭和戦中期 とで 比べ たが 、 それ に

よ っ て昭和戦 中期 まで に教 育的治療学 の体系が

2 つ の 箇所に お い て変化 したこ とが 明 らかに な

っ た 。

一つ は創設期 か ら教 育的治療学 の構成内

容で あ っ た 治療教育に力 の 教育が 加わ っ た こ

と、もう
一

つ は創設期 に は無か っ た職業が昭和

戦中期 に教育 的治療学の体系に加え られた こ と

で ある 。 こ の 2 つ の 変化 は時期を同 じ くして昭

和戦 中期 に起 きて は い るが、そ れ ぞれ の 変化が

起 きた 背景の 相違 も藤倉学 園の 処遇内容や方法

の 分析か ら明 らかに なっ た 。

　まず、治療教育に起 きた変化 は、川 田の 教育

的治療学の 実践に裏付け られた もの で あ っ たと

い える 。 彼 は 、 彼が考案 した治療教育の 方法の

効果 を、藤倉学園で の 実践 に よ っ て 確か め る こ

とがで きた の で ある 。 すなわ ち、彼が 藤倉学園

で 教育的治療学を実践 しなければ 、 治療教育の

内容が増加する とい う変化 は起 きな っ た と考 え

られる 。

　一方 、 職業が教育的治療学に加わ っ た背景 に

は、藤倉学 園の 施設論の 変化が 背景 に あ っ た 。

創 設期 の 藤倉学 園で は入所者の 退所を想定 し、

退所で きない 入所者の た め に新た な施設を創設

す る こ とを構想 して い た 。 だが 、 昭和戦 中期に

な っ て新たな施設が創設す るこ とは な く、 退所

条件 も厳 しくな っ て い っ た の で あ っ た。

　以上 の ような変化が 昭和戦中期 まで の 教育的

治療 学の 体系 には起 きた の で あるが 、川 田の 教

育的治療学の 特徴 は 、 藤倉学園にお け る全て の

処遇内容を教育的治療学の 構成内容 と して い た

こ とにあ る 。 それは 、 滝乃川学園の 教育内容 と

比較 して も明 らで あるが 、 藤倉学 園の 日中活動

の 集 団編成 の 基準は 、 川田が考案 した教育的治

療学 の 対象論 に従 っ て お り、 日常生 活に 不可欠

な精神薄弱児 に 対す る保護の 内容 に つ い て も、

教育効果 を期待 した教育的治療学の構成 内容 と

して 位置づ けて い た の で ある 。

　最後に今後の 課題で あるが 、 本研 究で は直観

訓練の 教具 と フ レーベ ル の 恩物と の 違 い につ い

て は触 れた もの の 、教育的治療学の 理論や方法

が 、他の 教育方法と類似 して い る の か、ある い

は影響を受けて い る の か につ い て は検討で きな

か っ た 。 他の 教 育方法や 教具 との比 較 は 岡田

（ユ989）の ヒ ル 積み 木 と川 田 の 「立 体教具」に

関する研究が挙げられる が 、 精神薄弱児教育の

教育方法 として 顕著 なE ．セ ガ ン （Seguin，　Ed −

ward ユ812−1880）の 教育方法 や理論 など 、 他の

同時代の 教育方法や理論と の 比較が 今後の課題

とい える 。

　また 、 本研究で は創設期か ら昭和戦中期 まで

の 教育的治療学の 体系 と内容に つ い て検討 した

が 、昭和戦 中期以後の教 育的治療学 の体系 と内

容に 関する分析 も今後の課題 とい える 。

註

1 ）そ の 他 の 研究に は 、 清水 （1978b）pp．104−105 、

　清水 （1981）p，41があ る 。

2 ） 川 田 は 藤倉学園 設立 以 前 に、小 田 原家庭学園

　（不良少 年 の 保護施設）に明治42 （1909）年 9 月

　〜同43 （1910 ）年10月 まで 勤務 し、私立 日本心

　育園 （低能児 教育機 関） を 自ら明治44 （1911）

　 9 月に 開園し、大正 5 （1916）年 3 月 に閉園 し

　た 。 そ の 後 、ア メ リ カ 合衆 国 に大正 5 （1916）

　年 4 月〜大正 7 （1918）年 10月ま で 滞 在 し、ア

　 メ リ カ の 精神薄弱 児教育 や 施設 に つ い て 学 ん だ。

　教育的治療学 は、こ の 間に 心練 を出発 点 にして

　考案され、体系化 は 藤倉学 園設 立 後に な る。

3）そ の 他に は 、 （清水1978a，1978b，1981）がある 。

4 ）藤倉 学 園 で は大正 12 （1923）年 の 春頃か ら入

　所 者 の 増加に伴 っ て 、そ れ ま で の 元村か ら馬 の

　背へ の 移転 と馬 の 背 で の 新 園舎 の 建設が 計画さ

　れ 、 大正 15 （1926）年に新園舎が 完成する 。

一 43 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

高野 　聡 子

5 ）昭和 13 （1938）年清泉寮 は、日本聖徒 ア ン デ

　レ 同 胞 会 （BSA ） の 設 立者 P ，ラ ッ シ ュ （Rush ，

　Paul　l897−1979）が 、日米協会 の 青年活動 お よび

　BSA 指導者訓練場 と して 建設 した。戦時中は 立

　教大学 が所有 して い たが、昭和 19 （1944）年藤

　倉学園に 売却され、昭和20 （1945 ）年再び立教

　大学が所有する こ ととな る。

6 ）疎開に 際 して は、配給生活に な る が ゆえに入

所者 の 半数が家庭に帰 さ れ る もの の 、 疎開先の

　清里村 は寒冷地で なおか つ 食料が入手困難 で あ

　っ た た め、疎 開 中 に 入 所 者 の 数名が 死 亡 す る

　（藤倉学園昭和弐拾参年度事業報告，p．204）。 それ

　ゆ え終戦直後 の 昭和20 （1945）年10月、大島へ

　帰 島 をす る もの の 学園 の 建物、農場、牧場、山

　林 は荒 れ果 て 修復 に 数年 を要 する こ と とな る

　（藤倉学園昭和弐拾参年度事業報告 ，pp．204−205）。

7 ）滝乃川学園は 、石 井亮一に よ っ て創設 され た

　孤女教育施設、聖 三
一

孤女学院 （明治24 ［1891］

　年創設）を経て 、明治30 （1987）年に名称を滝

　乃川学 園 に 改称 し、白痴 教育施設と して 、 白痴

　教育 ・保護を実践 し て い た 。

8 ）本研 究で 使用 す る 藤倉学 園 の 事業報告書の 中

　に は復刻版や 、 発行年が不 明 の もの もあ る 。 そ

　の ため本 文中 で 事業報告 書を引用す る 場 合 に は

　そ の表記を （事業報告書の 年度、pp．） とす る。

9 ）東京少年審判所 は、大 正 ll （1922）年 4 月に

　公布された保護処分 （大正　12 ［1923］ 年 1 月

　施行 、 少 年法第28条第2項）の 、14歳未満 の 児童

　審判 を実 施する た め に創設 さ れ る （財 団法人 日

　本少年保護協 会東京支部 ［1935］184）。 藤倉学

　園 は 、昭和3 （1928）〜10 （1935）年 まで少年法

　の 保護 団体 と して 皇 室か らの 下 賜金 を拝受 し て

　い る （財 団法 人 日本少年 保護協 会東 京 支 部

　［1935コ102）。そ の ため少 な くとも藤倉学園 で は、

　昭和 3 （1928 ）年頃 か ら、東京少年審判 所か ら

　の 委託 を受 けて い た とい え る 。

10） 日本心理 学大会で の 発 表 は、川 田 （1931a ：

　1933a：1935b）が ある 。

ll＞ 日本神経学会で の 発 表は、川 田 （1931b： 1932；

　1934；1935d）が あ る。

12）昭和期に な っ て 川 田が 「児童研究」誌 に発表

　した論文 は、川 田 （1933b）で あ る 。

13）「教育心理研 究』で の 発表には、川田 （1936a：

　1937：1938：1939b： 1939c）が ある。

14）「応用心理研究』誌で の 発表には、川 田 （1935c：

　 1936b）がある 。

15） フ レーベ ル の 第四恩物 の や り方は 、  全体 の

　紹 介 、  建 築遊 び、  模 様遊 び、  知 恵遊 び、

　  第三 第四 恩物 の 連合建築 の 順序で 行 われ る

　（玉成高等保育学校幼児保育研究会 （編）［1974］

　123−124）。 目的は心身が発達 し、要求が広汎 ・複

　雑に なり、 思考力 ・想像力が発達 した 幼児 を満

　足 させ、力 を伸 ば し、「自活動」 を盛ん に し、感

　情を美化す る こ と にあ っ た （玉 成高等保育学 校

　幼児保育研究会 （編） ［1974］122−123）。

16）そ の 他に は 、西谷 （1986）、清水 （1976、1978a、

　1978b、1981）、津曲 （1987、1988）がある 。

17）著者 は、「心練」は藤倉学園の 入所者全 て に実

　施され て い た と分析 した （高野 ら ［2004］171）。

　だ が 昭和 16年の 日 課表な ら び に 昭和戦 中期 の 入

　所者 の 教育 内容 を検討 した結果、心練は 「教室

　の 時期 に あ る 者」 の み に 実施 され て い た こ と が

　明 らか とな っ た 。
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A  Study  on  the system  of  Teljiro Kawada's  
"Educational

 Therapy",

             and  change  ofthe  contents,  1919-1944

Satoko TAKANO

 Tejire Kawada (l879-1959) was  devising the 
"Educational

 Therapy"  which  is the educatien  for the

feeble-minded children,  and  the method  ofprotection,  ancl  is also  theory,  before the Fojikura Home

and  School for the feeble-minded children  which  was  an institution for the  feeble-minded children  was

founded in 1919. Time  was  divided into the time when  the instimtion was  founded, and  the term  of

Showa during the war  (1938-1944), and  this research  considered  change  of  the system  of  the

"Educational
 Therapy" ofhim,  and  change  of  the contents  of  composition.  As a result, it becarne clear

that the contents  ofcomposition  of  
`tEducational

 Therapy'" were  changing  in response  to the fo11owing

influences. The influence is change  of  the actual  condition  of  the ehildren  of  institution. Funhermore,

it also became clear in the practice candidate  of  
"Educational

 Therapy" that the classification  of  the

grade ofthe  feeble-rninded children  was  affected  by  the influence ef  change  of  the actual condition  of

those  who  have  entered  the institution, All the treatments  to the  children  currcntly  given having

become clear  in this research  at  the institution serve  as the contents  ofcornposition  ofthe  
"Educational

Therapy", and  the education  effect  was  expected  from them,

Key  yvords;Teljiro  Kawada,  Educatienal Therapy, the Fajikura Home  and  School for the feeble-

        minded  children  
,
 the institution for the feeble-mincled children
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